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須
崎
区
長

森
田

学

軒
下
に
干
し
柿
が
並
び
、
秋
の
七
草
「
ふ

じ
ば
か
ま
」
を
好
む
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
蝶
が
飛

来
し
、
一
気
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
伊
勢
海
老
漁
も
1
ケ
月
遅

れ
で
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
今
月
の
区
報

「
す
い
せ
ん
」
で
は
9
月
、
10
月
の
近
況
報

告
を
し
ま
す
。

（
１
）

9
月
初
旬
、
西
部
農
道
か
ら
お
台

場
に
通
じ
る
道
路
の
行
き
止
ま
り
場
所
に
、

小
型
冷
蔵
庫
、
敷
布
団
3
枚
、
電
気
ポ
ッ
ト
、

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
等
の
不
法
投
棄
が
あ
り
ま

し
た
。
市
で
は
撤
去
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

区
で
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
み
処
理
を
し

ま
し
た
。

（
２
）

10
月
8
日
（
土
）
区
一
斉
の
道
作

り
（
奉
仕
清
掃
）
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
足
長
蜂
に
数
か

所
刺
さ
れ
病
院
で
治
療
を
受
け
る
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
10
月
は
蜂
が
ま
だ
活
動
時
期

な
の
で
、
道
作
り
は
11
月
に
実
施
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

蜂
の
殺
虫
剤
を
用
意
す
る
必
要
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

（
３
）

9
月
16
日
（
金
）
各
組
長
と
区
代

表
3
名
で
今
年
度
の
課
題
で
も
あ
る
「
組
の

再
編
成
」
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
各
組
長
か
ら
出
た
意
見
等
の
集
約

を
報
告
し
ま
す
。

①
須
崎
区
全
体
に
共
通
し
て
高
齢
者
世
帯
、

一
人
（
特
に
高
齢
者
）
、
空
き
家
、
組
に
加

入
し
な
い
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
組

長
と
協
議
会
の
選
出
が
困
難
な
組
が
約
半
数

あ
る
。

②
現
在
の
状
況
か
ら
考
え
る
と
１
組
と
2

組
（
小
白
浜
）
、
3
組
と
４
組
（
下
条
）
、

５
組
と
６
組
（
坂
条
）
は
再
編
成
（
統
合
）

が
可
能
で
あ
り
必
要
と
思
わ
れ
る
。
13
組
を

除
く
7
組
か
ら
15
組
は
、
組
長
と
協
議
会
選

出
に
は
特
に
問
題
は
な
い
の
で
当
面
は
現
状

で
よ
い
。
組
全
体
と
し
て
、
13
組
が
一
番
困
っ

て
い
る
状
況
な
の
で
良
い
解
決
策
を
見
出
し

た
い
。

③
区
全
体
の
様
子
か
ら
、
今
後
は
女
性
に

も
役
（
組
長
）
を
引
き
受
け
て
も
ら
う
状
況

に
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
市
内
に
は
女

性
が
組
長
を
し
て
い
る
区
も
あ
る
。
組
長
の

仕
事
は
協
議
会
よ
り
も
負
担
は
少
な
い
。

祭
等
で
力
を
使
う
仕
事
の
時
は
組
の
男
性
に

協
力
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
役
の
選
出
に

あ
た
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
上
限
を

つ
け
た
方
が
よ
い
。

組
を
統
合
（
再
編
成
）
し
た
場
合
、
回
覧
版

等
の
配
布
が
広
範
囲
に
な
る
が
、
配
布
方
法

を
工
夫
す
れ
ば
解
消
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

１
回
目
の
意
見
交
換
会
で
以
上
の
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
２
回
目
の
意
見
交

換
会
を
12
月
中
に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

良
い
考
え
や
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
各

組
の
協
議
会
役
員
、
組
長
に
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

（
４
）

10
月
18
日
（
火
）
浜
崎
小
学
校
体

育
館
に
て
浜
崎
地
区
の
「
市
長
と
語
る
会
」

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
会
で
話
さ
れ
た
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
コ
ロ
ナ
後
の

社
会
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

②
新
庁
舎
建
設
事
業

③
伊
豆
縦
貫
自
動
車

建
設
促
進
事
業

④
魅
力
あ
る
観
光
づ
く
り

と
下
田
市
と
多
様
な
か
か
わ
り
方
（
移
住
・

交
流
居
住
の
推
進
等
）

⑤
教
育
の
魅
力
化

と
グ
ロ
ー
カ
ル
推
進
事
業

⑥
高
齢
者
福
祉

等
の
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
５
）

須
崎
遊
歩
道
の
黒
崎
周
辺
工
事
は

10
月
中
に
終
了
予
定
で
し
た
が
11
月
下
旬
ま

で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
遊
歩
道
を
散
策
す

る
観
光
客
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
小

白
浜
か
ら
細
間
ま
で
の
海
岸
ル
ー
ト
の
清
掃

整
備
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、

12
月
中
旬
ま
で
に
終
了
予
定
で
す
。

山
ル
ー
ト
の
清
掃
整
備
は
小
白
浜
地
区
の
皆

さ
ん
が
道
作
り
の
時
に
行
い
ま
し
た
。

（
６
）

12
月
４
日
（
日
）
に
地
域
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
訓
練
内
容
は
各
組
の

一
次
避
難
場
所
に
集
合
し
人
員
点
呼
を
し
た

の
ち
、
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練
、
救
護
訓

練
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
終
了
後

に
各
家
庭
で
防
災
グ
ッ
ズ
等
の
確
認
を
し
て

く
だ
さ
い
。

（
７
）

今
年
度
、
「
区
報

す
い
せ
ん
」

の
サ
イ
ズ
を
市
か
ら
の
配
布
物
と
同
じ
大
き

さ
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
に
変
更
し
て
発
行
し
て

き
ま
し
た
が
、
文
字
が
小
さ
く
な
り
読
み
に

く
い
と
い
う
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
10
月

の
定
例
協
議
会
で
元
の
Ａ
３
サ
イ
ズ
に
戻
す

こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
今
年
度
は

現
行
サ
イ
ズ
で
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

十
月
の
主
な
実
施
行
事

1
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

5
日(

水)

安
全
運
転
管
理
者
講
習
会
③

8
日(

土)

区
内
道
作
り
／
わ
ら
い
の
輪

10
日(

月)

【
ス
ポ
ー
ツ
の
日
】

13
日(

木)

区
協
議
会
定
例
会

15
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

〃

須
崎
水
産
祭
り

16
日(

日)

両
神
社
秋
の
例
大
祭

18
日(

火)

市
長
と
語
る
会(

浜
崎
小
体
育
館)

22
日(

土)

下
田
市
消
防
団
ポ
ン
プ
講
習
会

24
日(

月)

市
特
定
検
診
（
市
民
保
健
課
）

26
日(

水)

下
田
岳
精
会
詩
吟
大
会

22
日(

土)

ふ
れ
あ
い
交
流
会
中
止

十
一
月
の
予
定
行
事

2
日(

水)

古
着
回
収

3
日(

木)

【
文
化
の
日
】

4
日(

金)

回
覧
日
、

5
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

8
日(

火)

わ
ら
い
の
輪

9
日(

水)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

10
日(

木)

フ
レ
イ
ル
測
定
運
動

〃

区
協
議
会
定
例
会

11
日(

金)

歩
こ
う
会
／
細
野
高
原
（
老
人
会
）

12
日(

土)

緊
急
消
防
援
助
隊
全
国
合
同
訓
練

13
日(

日)

爪
木
Ｇ
エ
リ
ア
・
下
田
ド
ッ
ク
跡

14
日(

月)

市
特
定
検
診
（
市
民
保
健
課
）

15
日(

火)

市
特
定
検
診
（
市
民
保
健
課
）

16
日(

水)

古
着
回
収

17
日(

木)

下
田
岳
精
会
詩
吟
大
会

18
日(

金)

回
覧
日
、

19
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

23
日(

水)

【
勤
労
感
謝
の
日
】

〃

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

25
日(

金)

市
建
設
課
説
明
会(

浜
崎
小
体
育
館)

十
二
月
の
予
定
行
事

2
日(

金)

回
覧
日
、

〃

大
腸
が
ん
検
診
（
市
民
保
健
課
）

3
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

4
日(

日)

下
田
市
一
斉
防
災
訓
練

7
日(

水)

古
着
回
収

8
日(

木)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

〃

わ
ら
い
の
輪
／
区
協
議
会
定
例
会

17
日(

土)

カ
イ
ロ
健
康
施
術
会(

憩
の
家)

20
日(

火)

爪
木
水
仙
ま
つ
り
開
催

21
日(

水)

古
着
回
収

22
日(

木)

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集

31
日(

土)

年
越
し

い
の
し
し
ニ
ュ
ー
ス

十
月
の
捕
獲
情
報

3
日
（
月
）
須
崎
御
用
邸
内
に
て

括
り
罠

1
頭

50
㌔

ｵｽ

4
日
（
火
）
須
崎
御
用
邸
内
に
て

括
り
罠

1
頭

60
㌔

ｵｽ
「
シ
カ
」

9
日
（
日
）
元
法
円
寺
跡
地
の
附
近
に
て

は
こ
罠

１
頭

80
㌔

ﾒｽ

18
日
（
火
）
須
崎
御
用
邸
内
に
て

括
り
罠

1
頭

40
㌔

ﾒｽ

20
日
（
木
）
権
右
の
貸
し
住
宅
地
内
に
て

は
こ
罠

１
頭

50
㌔

ｵｽ

29
日
（
土
）
御
台
場
の
奥
屋
ミ
カ
ン
畑
に
て

は
こ
罠

2
頭

12
㌔
ｵｽ

2
頭

10
㌔
ﾒｽ

～

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

～

《

十

月

》

16
日

森

久

子

さ
ん

８
６
歳
（
明

丸
）
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須
崎
で
見
ら
れ
る
野
鳥

丑
嶋

久
雄

19
，
ウ
ミ
ウ
（
海

鵜
）

「
長
良
川
の
鵜
飼
漁
」
に
使
わ
れ
る
鵜
で
す
。
日
本
に
は
カ

ワ
ウ
（
川
鵜
）
と
ウ
ミ
ウ
が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
体
が
大
き

く
、
性
格
の
大
人
し
い
、
ウ
ミ
ウ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
鳥
獣
保
護
管
理
法
（
平
成
14
）
に
よ
り
捕
獲
す
る
こ
と

は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
。

私
の
知
人
は
昔
、
磯
で
捕
ま
え

た
ウ
ミ
ウ
の
肉
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
の

で
須
崎
で
も
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ウ
（
鵜
）
は
「
鵜
呑
み
」
「
鵜
の
眼
、
鷹
の
眼
」
な
ど
、
こ

と
わ
ざ
や
慣
用
句
に
も
よ
く
登
場
し
ま
す
が
、
喉
を
洗
う
「
う

が
い
」
も
「
鵜
飼
」
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

ウ
ミ
ウ
の
体
長
は
90
㎝
程
。
翼
を
開
げ
る
と
150
㎝
に
も
な
り

ま
す
。
体
重
約
3
㎏
。
雌
雄
同
色
で
全
身
は
緑
色
の
光
沢
が
あ

る
黒
い
羽
毛
に
覆
わ
れ
、
嘴
の
色
彩
は
黒
み
を
帯
び
た
黄
色
で

す
。ロ

シ
ア
南
東
部
か
ら
朝
鮮
半
島
、
中

国
東
部
、
日
本
に
分
布
し
て
お
り
、
日

本
で
は
、
九
州
以
北
の
海
岸
で
繁
殖
し
、

繁
殖
地
付
近
で
は
留
鳥
と
し
て
周
年
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

食
性
は
動
物
食
で
、
主
に
海
に
潜
っ
て

魚
類
を
食
べ
て
い
ま
す
。
海
岸
に
あ
る

断
崖
の
隙
間
に
枯
草
や
海
藻
を
組
み
合

わ
せ
た
皿
状
の
巣
を
作
り
、
5
～
7
月

に
1
回
に
4
～
5
個
の
卵
を
産
む
そ
う

で
す
。

現
在
、
日
本
の
13
カ
所
で
鵜
飼
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
殆
ん
ど
の
所
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
茨

城
県
日
立
市
の
伊
師
浜
海
岸
で
捕
獲
さ
れ
た
ウ
ミ
ウ
で
す
。

テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
が
、
ウ
ミ
ウ
の
捕
獲
場
は
国

民
宿
舎
「
鵜
の
岬
」
東
側
の
断
崖
に
あ
り
ま
す
。

捕
獲
方
法

は
崖
の
上
に
作
っ
た
鳥
屋
の
外
の
岩
場
に
囮
の
ウ
ミ
ウ
を
置
き
，

休
憩
の
た
め
に
岩
場
に
立
ち
寄
っ
た
ウ
ミ
ウ
の
足
に
か
ぎ
状
の

棒
を
引
っ
掛
け
て
捕
ら
え
ま
す
。

（
崖
の
上
の
鳥
屋
に
ウ
ミ
ウ
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
行
く
為
に

90
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
が
掘
っ
て
あ
り
ま
す
。
）

現
在
、
ウ
ミ
ウ
を
捕
獲
す
る
人
は
３
名
だ
そ
う
で
す
。
な
か

な
か
担
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
日
立
市
と
し
て
も
捕
獲

事
業
を
市
営
事
業
と
し
て
行
う
と
と
も
に
，
捕
獲
者
を
観
光
協

会
の
非
常
勤
職
員
と
し
て
身
分
を
保
証
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

後
継
者
が
増
え
て
何
時
ま
で
も
伝
統
の
鵜
飼
漁
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
応
援
し
た
い
で
す
ね
。

故
郷
か
ら
学
び
発
信
す
る
こ
と
で
、
故
郷
に
誇
り
を
持
て
る
子
供
に

浜
崎
小
学
校
校
長

菊
池

正
仁

つ
い
こ
の
間
ま
で
は
、
半
袖
で
十
分
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
秋
も
深

ま
り
朝
夕
は
め
っ
き
り
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
須
崎
区
の
皆
さ
ま

に
は
風
邪
な
ど
召
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
来
月
十
二
月
二
日
に
、
浜
松
市
立
入
野
小
学
校
と
本
校
の
三
年
生

が
ズ
ー
ム
で
交
流
す
る
予
定
で
す
。
教
室
に
居
な
が
ら
に
し
て
、
遠
く
離
れ

た
学
校
と
授
業
交
流
が
で
き
る
こ
と
に
、
急
速
な
技
術
の
進
歩
を
感
じ
ま
す
。

入
野
小
学
校
は
児
童
数
四
九
一
名
で
本
校
の
約
五
倍
の
多
い
学
校
で
す
。
佐

鳴
湖
の
南
側
に
位
置
し
、
イ
オ
ン
浜
松
西
店
と
隣
接
し
て
お
り
ス
ズ
キ
の
本

社
も
近
い
そ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
町
場
の
子
供
た
ち
で
下
田
と
は
人
口
や
産

業
も
大
き
く
違
う
土
地
で
す
。
こ
の
交
流
を
通
し
て
、
違
っ
た
特
色
を
持
っ

た
地
区
同
士
が
交
流
し
て
知
識
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
改
め
て
自
分
た
ち
の

住
む
下
田
の
良
さ
や
課
題
に
気
付
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

先
月
既
に
テ
ス
ト
で
つ
な
ぎ
、
子
供
た
ち
同
士
の
顔
合
わ
せ
を
行
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
向
け
て
、
浜
崎
小
学
校
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
昼
休
み
に
３
年

生
の
何
名
か
が
私
の
と
こ
ろ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
き
ま
し
た
。
私
は
天
草
や

キ
ン
メ
ダ
イ
の
こ
と
、
歴
史
の
町
、
民
宿
発
祥
の
地
、
世
界
に
誇
る
ジ
オ
、

須
崎
御
用
邸
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
手
短
に
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
て

子
供
た
ち
は
満
足
げ
な
表
情
を
見
せ
、
そ
の
中
の
一
人
は
「
下
田
に
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
！
」
と
言
い
な
が
ら
、
教
室
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
顔
合
わ

せ
の
リ
モ
ー
ト
交
流
で
は
ノ
リ
ノ
リ
の
子
も
緊
張
す
る
子
も
い
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
で
工
夫
し
た
内
容
を
リ
ハ
ー
サ
ル
通
り
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
十
二
月
は
入
野
小
の
子
供
た
ち
の
発
表
を
聞
き
、
一
月
に
は
浜
崎
小

学
校
が
調
べ
た
こ
と
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
発
表
に
向
け
、
七
月
に
天
草
の
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で

も
浜
松
の
子
供
に
は
十
分
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
も
っ
と

下
田
の
こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
、
さ
ら
に
学
び
の
広
が
り
に
つ
な

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

十
月
七
日
に
は
前
区
長
の
土
屋
磯
雄
さ
ん
を
お
招
き
し
て
「
民
宿
発
祥
の

地
」
に
関
す
る
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伊
豆
急
開
通
後
の
様
々

な
取
組
を
見
て
き
た
だ
け
あ
っ
て
、
と
て
も
説
得
力
の
あ
る
お
話
で
し
た
。

質
問
タ
イ
ム
で
は
数
珠
つ
な
ぎ
に
質
問
が
続
き
、
授
業
時
間
が
終
わ
っ
て
も
、

ま
だ
手
を
挙
げ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
そ
の
頃
の
様
子
を
聞
い
て
み
た
子
も
い
た
よ
う
で
す
。
と
て
も

嬉
し
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
干
物
体
験
や
須
崎
御
用
邸
の
見
学
な
ど
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
故
郷
の
良
さ
を
知
り
、
考
え
、
伝
え
る
こ
と
で
郷
土
に
誇
り
が
持
て
る

子
供
た
ち
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
学
校
だ
け
で

な
く
地
域
の
方
に
教
わ
り
、
触
れ
た
り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
育
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1 0/ 2 6 5 ・ 6 年生 が下 田 市連 合体 育 大会 に参 加 しベ ス トを 尽く し まし た。

10/ 20 保護者の方に読み聞かせをお願いしました。大好評でした。

10/1 3・14 5年生が南伊豆臨海学園で宿泊体験をしました。

〈 1 0 月 の 学 校 の 様 子 〉


